
【市長への手紙】令和３年９月受付分 
※手紙及び回答の要旨（一部）を掲載しています。 

 

「ＨＰＶワクチンについてのお願い」 

意 見 君津市にＨＰＶワクチンの積極的勧奨をお願いしたいです。 

国際的にも安全なワクチンとデータが出ています。 

私の子供は男の子で、将来的には公費で男の子も接種対象になれば

いいなと思っていますが、無理なら自費で接種するしかないなと思っ

ています。 

市からいただける予診票の中にはＨＰＶワクチンの予診票がない

ので、もしかしたら対象の女の子には個別で接種券等送付しているの

かもしれませんが、これからの子どもたちがなるべく病気になること

がないようにしていきたいのです。 

子宮頸癌はワクチンで防げる病気です。なにとぞご検討よろしくお

願い致します。 

回 答 子宮頸がん予防ワクチン（ＨＰＶワクチン）の接種は、平成２５年

４月１日から、予防接種法に基づく定期接種として実施しておりま

す。これまで厚生労働省から、副反応の発生頻度等がより明らかにな

り、適切な情報提供ができるまでの間、積極的な接種の勧奨を差し控

えるとの通知が出ておりましたが、今般、国において、再び積極的な

接種の勧奨への動きも報道等されているところです。 

本市におきましては、ワクチン接種自体は、接種を希望する小学校

６年生から高校１年生までの女子を対象に無料で接種できることか

ら、ホームページへの掲載や、定期接種の対象者及び保護者にリーフ

レット等を送付することにより、子宮頸がん予防ワクチン接種の目的

や有効性、安全性について、情報提供しております。 

男性への子宮頸がん予防ワクチン接種については、中咽頭がん、肛

門がん、陰茎がんの予防を目的に、任意接種として実施されているた

め、現時点において無料の接種の対象となっておりませんが、引き続

き国の動向等を注視し、市民の皆様へ情報提供するなど適切に対応し

てまいります。 

 担当課 保健福祉部 健康づくり課 0439-57-2230 

 

 

「市役所内への託児所設置希望」 

意 見 市役所にいろいろな手続きに行くことがあるのですが、まだ幼い子

供を連れての行動はとても難しく、市役所でいろんな説明をされてい



ても子供がぐずってなかなかちゃんと聞けないということがありま

した。 

そんなときに近くで子供を見てくれる人がいるととてもいいなぁ

と思い、市役所内に託児所を作って欲しいと思いました。 

認可保育園の一時保育はとても人気で、なかなか預けられません。 

是非検討していただけると助かります。 

回 答 市では、窓口でスムーズに手続きができるよう、常日頃から、来庁

者の方々の様々な事情に配慮した対応に努めております。 

特に、小さなお子様連れの方を窓口で対応するときには、別室での

説明をご案内するなど、工夫して対応するよう心がけております。窓

口での対応にご心配な点などがありましたら、お気軽に窓口職員へご

相談ください。 

ご提案をいただきました、市役所内での託児所設置については、児

童福祉法に基づく設備や運営に関する基準などを含め、様々な視点か

ら検討する必要があり、直ちに実現することは難しいものと考えてお

りますが、市役所を利用される子育て世代の皆様にとって、よりスム

ーズに手続き等ができるよう、他自治体での事例等も参考にしなが

ら、窓口対応の工夫と併せ、調査研究してまいります。 

 担当課 保健福祉部 保育課 0439-56-1184 

 


